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研究成果概要 

本研究では参照鏡を用いない形状測定機（SDP: Scanning Deflectometry Profiler）を

開発した（平成 25 年度迄）。開発装置は，角度測定に基づく測定システムである．その

ため，角度測定に用いるオートコリメータの測定精度は，本測定装置の最も重要な要素

である．そこで，本年度はオートコリメータの微小角度校正装置を開発し，その測定精

度を検証した． 

図１に開発した校正システ

ムの写真を示す．自己校正型ロ

ータリエンコーダが内蔵され

た回転テーブル上にミラーを

設置する．ミラーを任意の角度

に 0.01 角度秒以下の精度で絶対位置決めし，その角度変化をオートコリメータで測定す

る．ミラーの回転角度とオートコリメータの出力値を比較することにより，0.01 角度秒

以下の精度でオートコリメータを評価することができる．図２に測定精度評価結果例を

示す．±1000 角度秒の範囲を 5 秒ピッチで校正した結果であり，オートコリメータの誤

差は 0.063 秒（PV 値）であった．測定対象ミラーをΦ100 mm，測定ピッチ 1 mm，オ

ートコリメータの最大測定範囲を±1000 角度秒（曲率約 10 m 以上のミラーまで測定可

能）とすると，測定結果のオートコリメータの系統誤差に伴う形状測定結果に及ぼす標

準不確かさは，0.44 nm と見積もることができる．本解析結果より，重力波検出器用大

型鏡の形状を 1 nm 程度の不確かさで評価可能であることが検証された． 
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図１校正システム 図 2校正結果 
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